
（敬称略）

回
(年度)

農業経営体
(個人・法人等)
又は集団組織

氏名・集団組織名等 住　　　　　所
経営類型　又は
集団組織タ イ プ

受　賞　名 備　　考

第１回
(平成11年度)

農業経営体
(個人)

梅村　幸雄
　昭和２２年生まれ

豊田市乙部町
果樹専業
なし専作

農林水産省
農産園芸局長賞

果樹園
２７０ａ
家族４人

集団組織
あいち三河農協
「幸田町柿部会」
代表者　田境　謙一

額田郡幸田町
筆柿選果場
運営委員会

社団法人
愛知県園芸振興
基金協会会長賞

農業経営体
(個人)

杉浦　章夫氏
　昭和２３年生まれ

蒲郡市神ノ郷町
果樹専業
温州みかん
(露地、ハウス)

農林水産省
生産局長賞

果樹園
１５５ａ
家族４人
臨雇70人日

集団組織
西三河いちじく部会
代表者　黒柳二三子
　昭和５３年設立

安城市御幸本町 選果場共同利用 農林水産大臣賞

果樹園平均
１００ａ
参加個数
　５５４戸

農業経営体
(個人)

蟹江　正孝
　昭和２９年生まれ

大府市長草町
果樹専業ぶどう
(簡易被覆、露地)
かんきつ複合

農林水産省
生産局長賞

果樹園
４２５ａ
家族３人
臨雇７３３

第４回
(平成14年度)

農業経営体
(個人)

久松　良治
　昭和３５年生まれ

知多郡美浜町
大字河和

果樹専業
ハウスみかん主体

農林水産大臣賞

果樹園
１５０ａ
家族４人
常雇４人

第５回
(平成15年度)

農業経営体
(個人)

河合　浩樹
　昭和３７年生まれ

豊橋市中原町

水稲との複合
温州みかん
(露地、ハウス)
ハウスレモン

農林水産省
生産局長賞

果樹園
１７４ａ
家族４人
常雇２人

第６回
(平成16年度)

農業経営体
(個人)

塚崎富治夫
　昭和１８年生まれ

西加茂郡三好町
園原

果樹専業
ナシ専作(露地)

農林水産大臣賞

果樹園
３６０ａ
家族４人
常雇１人

第７回
(平成17年度)

農業経営体
(個人)

猪飼　孝志
　昭和２５年生まれ

安城市橋目町
水稲との複合
露地ナシ

農林水産大臣賞

果樹園
１３５ａ
家族４人
臨雇150人

第８回
(平成18年度)

農業経営体
(個人)

浅田　明彦
　昭和１９年生まれ

大府市吉川町
果樹専業
ブドウ専作
(露地、施設)

農林水産大臣賞

果樹園
２２０ａ
家族４人
臨雇150人

第９回
(平成19年度)

集団組織
岡崎駒立ぶどう狩り組合
代表者　柴田　善彦氏
　昭和３６年設立

岡崎市駒立町
任意組合による
観光ﾌﾞﾄﾞｳ狩り園

農林水産省
生産局長賞

果樹園平均
１４０ａ
組合員８戸

第10回
(平成20年度)

農業経営体
(個人)

印貢　大起
　昭和２９年生まれ

豊橋市下条東町
果樹専業
カキ専作
(施設、露地)

農林水産大臣賞

果樹園
１９３ａ
家族４人
臨雇137人

第11回
(平成21年度)

農業経営体
(個人)

福岡　憲三
　昭和１９年生まれ

日進市赤池町
果樹専業
ぶどう専作
(施設、露地)

農林水産大臣賞

果樹園
３１６ａ
家族４人
臨雇

第12回
(平成22年度)

農業経営体
(個人)

鈴木　　明
　昭和１２年生まれ

小牧市高根
果樹専業
モモ専作
（露地）

農林水産省
生産局長賞

果樹園
　９７ａ
家族２人
臨雇

第13回
(平成23年度)

農業経営体
(個人)

加藤　尚男
　昭和２７年生まれ
加藤　富久美
　昭和３３年生まれ

愛知県豊橋市石巻本町
果樹専業
ぶどう専作
(施設、露地）

農林水産大臣賞
果樹園
２７０ａ
家族４人

第1４回
(平成2４年度)

農業経営体
(個人)

齊藤　光俊
　昭和３８年生まれ

愛知県西尾市吉良町
津平

果樹専業
なし専作
(露地）

農林水産省
生産局長賞

果樹園
１３０ａ
家族３人

第1５回
(平成25年度)

農業経営体
(個人)

尾﨑　恭啓
　昭和２５年生まれ
尾﨑　弘子
　昭和３１年生まれ

愛知県蒲郡市神之郷
町

果樹専業
かんきつ専作
(施設、露地）

農林水産省
生産局長賞

果樹園
１７６ａ
家族３人

第16回
(平成26年度)

農業経営体
(個人)

富田　孝
　昭和33年生まれ
富田　かおり
　昭和34年生まれ

愛知県豊橋市
果樹専業
もも、かき、くり
(露地）

農林水産省
生産局長賞

果樹園
３１６ａ
家族2人
パート8人

第１７回
(平成27年度)

集団組織
愛知みなみ農業協同組合
伊良湖ハウスミカン部会

愛知県田原市
ハウスミカン選果場
共同利用

農林水産省
生産局長賞

果樹園
　3.6ｈａ
部会員6戸

全国果樹技術・経営コンク－ル参加・受賞実績一覧

（第１回～第１７回）

第２回
(平成12年度)

第３回
(平成13年度)


